
世界的通信社から取材 
～英国の世界的な通信社、ロイター～ 

 

 世の中、思いもよらない出来事はしばしばあります。今回ご紹介する案件は、私に

とって驚きを隠せない出来事です。 

世界３大通信社といえば、イギリスのロイター(Reuters)、アメリカの AP(Associated 

Press)、フランスの AFP(Agence France‐Presse)といわれ、その中の一つ、イギリス

のロンドンに本社を置くロイター通信社（以下｢ロイターと呼ぶ｣)から取材をしたいと、

ニュースエディター(編集員)の女性 1 人と、ビデオジャーナリスト(カメラマン)の男

性１人が、私の部屋(町長室)に来られました。 

ロイターの 2 人は、１万１千人の町にど

うやって世界のコストコを呼べたのか？

そして田舎町にコストコが来てからの経

済効果を興味津々とばかりに聞いてきま

した。 

 また、コストコの時給が 1,500 円と高額であることから、近所の「山田うどん」が

従業員を引き抜かれて閉鎖したという噂を聞いたそうです。私が、その噂はデマであ

ることを話すと「さすが地元の町長、真偽を知っていますね」と、真偽を確認してき

たロイターの記者が感心してくれました。 

 5 月 28 日に取材した記事が、以下のとおり 6 月 6 日に配信されました。 



訂正-アングル：コストコ進出で時給 3 割

増、日本の地方経済に「外圧」 
By Mariko Katsumura 

2024年 6月 6日午後 5:07 GMT+99時間前更新 

 
 ６月６日、 群馬県南東部にある人口約１万人の明和町は、米会員制量販店「コストコホールセール」が昨年進出

したことで雇用情勢が大きく変わった。写真は明和町のコストコで働く店員の川根龍さん。５月撮影（２０２４年 ロイ

ター/Tom Bateman） 

 

［東京 ６日 ロイター］ - 群馬県南東部にある人口約１万人の明和町は、米

会員制量販店「コストコホールセール」が昨年進出したことで雇用情勢が大

きく変わった。コストコが高い時給で数百人規模の従業員を雇い入れる中、

歩いて１０分ほど離れたところにある飲食チェーン「山田うどん食堂」の店

舗は、人手を確保するため時給を３割上げざるを得なくなった。 
 



１杯３９０円からうどんを提供する山田うどんにとって、少しでもコストが上

がると経営に影響する。大きな決断だった。 

「原材料でも１円、２円上がるというのは本当に厳しくて、その中で時給が１

０円上がるというのは本当に大変なこと」と、同チェーンを運営する山田食

品産業（埼玉県所沢市）の江橋丈広・営業部長は言う。「しかし、それ以上に

売り上げを取っていかないといけない」と話す。 

同社は明和町店を改装することを決め、新装開店から最初の３カ月間は時

給を１３００円に引き上げることにした。コストコの時給１５００円には及ばな

いが、求職者を引きつける効果はあった。３カ月後には１０５０円に引き下げ

たが、それでもコストコが進出してくる前の９７０円からは高くなった。 

 

米国の小売大手が明和町にもたらした労働市場の変化は、デフレの中で人

気を集めてきた山田食品産業のような企業には厳しいものかもしれない。

しかし、日本の地方経済が賃上げと物価上昇の好循環を生み出すために必

要な刺激と見る向きもある。 

賃金の大幅な上昇は岸田文雄首相が掲げる目標であり、日銀も金融政策正

常化の必要要件に挙げている。物価変動を考慮した実質賃金は今年４月ま

で２５カ月連続で減少しており、消費の減退を招き、日本経済に負の影響を

もたらしている。 



国際通貨基金（ＩＭＦ）のデータによると、日本の１人当たり実質賃金は１９９

５年から２０２１年の間、ほとんど変わっていない。同期間に米国は５割、フ

ランスは３割近く伸びた。 

 

＜山田うどんも売り上げ増＞ 

コストコは２年前、日本国内の全店舗で最低時給を１５００円に設定し、人手

の確保に動いた。東京でも高い水準で、群馬県の最低賃金の６割増に相当

した。２０２３年４月に明和町で新店舗を開くに当たりパートを募集したとこ

ろ、３００人の枠に２０００人以上が応募した。 

 

「高い時給で仕事をしてもらうことでスタッフの収入が増え、消費の活性化

にもつながると思っている」と、コストコホールセールジャパン群馬明和倉

庫店の山本薫店長は言う。 

コストコは日本で出店を加速し、沖縄県も含めても２０３０年までに６０店以

上に倍増することを計画している。日本での最低時給を１３００円としてい

るスウェーデンの家具メーカー「イケア」も、今年に入って群馬県に出店し

た。 

労働市場を調査するＩｎｄｅｅｄ Ｈｉｒｉｎｇ Ｌａｂの青木雄介エコノミストは、

「地域経済にとって、そうした外資の動きが賃上げのフックとなって全体に

波及する可能性がある」と指摘する。 



コストコの出店から１年余りが経った明和町では、明るい兆候がすでに表れ

ている。時給は最大３００円上昇し、利根川が近くを流れる緑豊かなコメ作

りの町には平日でも人口を上回る数の人たちがやって来るようになった。 

「地域経済がそうやって賃金を上げるという段階に入ると、経営者はどうす

るか。一生懸命もうけようとする。 そうするとようやく経済のパイが膨らん

で、活性化が生まれてくる」と、冨塚基輔町長は語る。 

 

コストコで働く川根龍（２５）さんは、大好きなローストビーフを料理するの

により質の良い牛肉を使うようになったという。同僚の島村七海（２３）さん

は、海外留学に向けて貯金ができるようになったと話す。山田うどんの明

和町店も、コストコを訪れる買い物客が急増したおかげで売り上げが４─５

割増えたと説明する。 

もちろん、すべての町民がコストコの進出を歓迎していたわけではなかっ

た。冨塚町長は、人の採用が一段と難しくなるとの懸念が地元企業から出

ていたことを思い出す。 

厚生労働省群馬労働局の天田久徳・地方労働市場情報官は、「大手チェーン

などは時給を上げる体力があるのかもしれないが、地元の中小はまだまだ

厳しい状態」と話す。「中小零細は求人さえも出せない状態のところもある」

と語る。 

（ロイター通信社 勝村麻利子  編集：金昌蘭） 

 



実際に、コストコ誘致後の町の外食産業の状況を調べたところ、どこも軒並み客数

が増えており、中には 5 割増しの所もありました。人が集まると言うことは、経済効

果が生まれているということです。 

栃木県佐野市では、イオンとアウトレットができた後、佐野市のラーメン店は売上

が 5 割上がるという｢イオン効果｣が語られているそうです。それと同じような事が、

この明和町でも起きています。とても嬉しくなるニュースです。 

今年は、コストコ周辺の開発も計画を立てて、更なるステップアップに挑んで行き

たいと考えております。 

 

令和６年６月１１日 

明和町長 冨塚もとすけ 
 


